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I N F O R M A T I O N
　

諏
訪
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
、Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
、農
業
開

発
公
社
諏
訪
支
所
、６
市
町
村
で

構
成
す
る
諏
訪
地
区
就
農
支
援

連
絡
会
で
は
、農
業
を
本
格
的
に

始
め
た
い
方
を
対
象
に
、就
農
準

備
セ
ミ
ナ
ー
と
、就
農
準
備
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
で
き
な
い
方
を
対

象
に
、日
曜
就
農
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。

内
容
／
●
就
農
を
決
断
す
る
前

に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と（
就
農

ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
、農
業
関
連
施

設
、制
度
な
ど
）

開
催
日
／
会
場
●

▽
就
農
準
備
セ
ミ
ナ
ー

◎
１
月
25
日
月
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏

訪
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

◎
１
月
26
日
火
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏

訪
田
中
線
セ
ン
タ
ー

◎
１
月
27
日
水
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏

訪
す
わ
こ
営
農
セ
ン
タ
ー

◎
１
月
28
日
木
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏

訪
富
士
見
中
央
支
所

◎
１
月
29
日
金
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏

訪
茅
野
市
営
農
セ
ン
タ
ー

時
間
●（
各
会
場
共
通
）午
後
６

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

▽
日
曜
就
農
相
談
会

◎
２
月
14
日
日
／
Ｊ
Ａ
信
州
諏

訪
す
わ
こ
営
農
セ
ン
タ
ー

時
間
●

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
日
曜
就
農
相
談
会
は
、
予
約

制
で
す
。
２
月
５
日
金
ま
で
に
諏

訪
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
７
‐
２
９
３
２

　

長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部

で
は
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
開
催
し

ま
す
。

開
催
日
時
／
会
場
●

○
1
月
29
日
金  

○
2
月
22
日
月

○
3
月
４
日
木

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部

問
い
合
わ
せ
先
●
長
野
地
方
裁

判
所
松
本
支
部
刑
事
係

　

☎
０
２
６
３
‐
３
２
‐
３
０
９
０

　

運
動
不
足
と
な
り
が
ち
な
冬
期

期
間
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
自
転
車
マ
シ
ー
ン
に
よ
る

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
健
康
増
進
効
果
や
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
う
講
座
で
す
。

開
催
日
時
●

　

２
月
13
日
土
〜
３
月
27
日
土

　

３
月
13
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
●
信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン

パ
ス　

第
一
体
育
館

受
講
料
●
７
，
４
０
０
円

定
員
●
30
名

問
い
合
わ
せ
先
●

　

信
州
大
学
学
務
課

　

☎
０
２
６
３
‐
３
７
‐
２
８
７
０

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、春
休
み
に
青
少
年
を

対
象
に
国
際
交
流
事
業
を
開
催

し
ま
す
。こ
れ
は
、体
験
を
通
し

て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深

め
、国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

期
間
●
３
月
25
日
〜
４
月
５
日

（
10
日
間
）

内
容
●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
・
野
外
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
文

化
交
流
・
地
域
見
学
等

派
遣
先
●
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ

ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ

ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

フ
ィ
ジ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

対
象
●
小
学
２
年
〜
高
校
３
年

参
加
費
●
28
万
円
〜
38
万
円

（
共
通
経
費
３
万
円
は
別
途
）

締
切
●
２
月
５
日
金

事
前
説
明
会
●

松
本
会
場　

１
月
30
日
土

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
５
時

松
本
駅
前
会
館　

中
会
議
室

　

☎
０
２
６
３
‐
３
３
‐
２
９
６
６

問
い
合
わ
せ
先
●
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-7940］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、2/12

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、1/29

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
12/21～3/31

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日、2/12

■もみの湯［☎74-2911］
1/20、2/3

　1月 　２月

J a n u a r y  t o  F e b r u a r y

　 　 　 　 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15

募　

集

就
農
準
備
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
ト
ハ
ウ
ス（
裁
判
所
）

見
学
ツ
ア
ー 

in
松
本

イ
ベ
ン
ト

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
撃
退
講
座

小
学
生
〜
高
校
生
の

春
休
み
海
外
派
遣

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

茅野市・原村地域公共交通総合連携計画（案）についての
ご意見を募集します

『地域公共交通総合連携計画』とは
　市町村を中心とした地域の関係者で構成する協議会を設け、地域公共交通を取り巻く現
状や課題を踏まえ、その活性化・再生を推進するための計画です。この計画に位置付けら
れた事業の実施に対しては、国から財政的な支援が受けられます。

■ 問い合わせ先
　 茅野市・原村地域公共交通
　 　　　　　　　活性化協議会　事務局

　 原村役場 村づくり戦略推進室　
　 　　　　　　　　　　　　村づくり係
　 TEL　79－2111（内線222,221）

10

　原村と茅野市は、バス路線がまたがる関係から、茅野市・原村地域公共交通活性化協議会を設
置し、バスや乗合タクシーなどの運行等に関する「地域公共交通総合連携計画」の検討を進めて
きましたが、このたび、計画の原案がまとまりましたので、この案について住民のみなさまのご
意見を募集します。

■応募資格　次のいずれかに該当する方
　１．村内に住所を有する方
　２．村内の事務所または事業所に勤務する方
　３．村内に事務所または事業所を有する個人および法人、その他の団体
　４．村内の学校に在学する方
　５．村内に別荘等を有する方

■応募方法　
　氏名（もしくは法人名）および住所をご記入の上、次のいずれかの方法で送付、または
持参してください。匿名および電話での受け付けはしていませんので、ご了承ください。
　なお、障害等により書面等での意見の提出が困難な方は原村役場　村づくり戦略推進室
村づくり係までお申し出ください。
１．電子メールアドレス　　muradukuri@vill.hara.nagano.jp
２．郵送　〒391-0192  原村6549番地1　原村役場 村づくり戦略推進室 村づくり係
３．ＦＡＸ　７９－５５０４
４．持参　資料閲覧ができる施設（下記）に直接お持ちください。

■応募締め切り　２月４日（木）必着

■資料の閲覧
　原村ホームページ（http://www.vill.hara.nagano.jp/www/index.jsp）または、下
記の施設で資料を直接閲覧できます。（各施設のお休みの日は除きます。）

　　役場村づくり係、地域福祉センター、図書館、中央公民館、各地区公民館等、もみの湯

■ご意見の公表
　２月中に、ホームページ上で公表する予定です。（意見をいただいた方の氏名その他の
個人情報は公表しません。）なお、いただいたご意見に対して、個別の回答はしませんの
で、ご了承願います。また、同様のご意見は集約することがありますので、あらかじめご
承知ください。
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問
い
合
わ
せ
先
●

保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
５（
直
通
）

　

八
ヶ
岳
美
術
館
で
は
、館
内
の

改
修
工
事
の
た
め
、12
月
21
日
月

〜
３
月
31
日
水
ま
で
臨
時
休
館

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

休
館
中
の
連
絡
先
●

　

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

　

☎
７
４
‐
２
６
８
１

　
　
　
　
　
　
　

　

交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と
で
お

困
り
の
方
は
、
県
の
交
通
事
故
相

談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。専
門
の

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
事
例
●

○
損
害
賠
償
の
請
求
は
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
。
（
自

賠
責
保
険
・
任
意
保
険
）

○
過
失
割
合
や
賠
償
額
は
、
ど

の
よ
う
に
決
ま
る
か
。

○
示
談
は
、
ど
う
や
っ
て
進
め

れ
ば
良
い
か
。

○
治
療
に
か
か
る
費
用
を
、
労

災
保
険
や
社
会
保
険
で
利
用
で

き
る
か
。

○
保
険
会
社
か
ら
提
示
さ
れ
た

内
容
は
妥
当
か
。

○
調
停
や
裁
判
の
手
続
き
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

※
そ
の
他
交
通
事
故
に
関
す
る

悩
み
は
何
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

交
通
事
故
相
談
所
松
本
支
所

　
　
　

（
松
本
合
同
庁
舎
内
）

　

☎
０
２
６
３
‐
４
７
‐
７
８
０
０

　

ご
家
庭
で
不
要
（
故
障
も
含

む
）
に
な
っ
た
コ
ン
バ
ー
タ
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
引
き
取
り
ま

す
の
で
、
役
場
総
務
課
総
務
係

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
７
９
‐
２
１
１
１

　

所
在
地
●
東
京
都
調
布
市
若
葉
町

応
募
資
格
●
東
京
都
内
、近
郊
に

所
在
す
る
４
年
制
大
学
へ
今
年

４
月
進
学
予
定
の
男
子
学
生

募
集
人
員
●
5
〜
６
名

所
要
経
費
●

　

入
館
金　

４
０
，０
０
０
円

　

館
費　
　

５
５
，０
０
０
円

　
　
　
（
夕
食
代
を
含
む
月
額
）

　

個
室
電
気
料  

使
用
料
に
よ
る

選
考
面
接
●

　

第
１
回　

２
月
21
日
日

　

第
２
回　

３
月
７
日
日

　

第
３
回　

３
月
14
日
日

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
か
ら
長
善

館
で
行
な
い
ま
す
。

選
考
方
法
●
提
出
書
類
審
査
と

面
接
結
果
を
総
合
し
て
決
定
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
長
善
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
請
求
先
及
び
問
い
合

わ
せ
先
●

　

財
団
法
人
諏
訪
郷
友
会
諏
訪

事
務
局
（
小
口
俊
吉
方
）

　

☎
２
７
‐
０
６
２
５

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
22
年
度

第
１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。　

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。働
き
な
が

ら
学
ん
で
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
、退
職
後
の
生
き
が
い
作

り
な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、職
業
の
方
が
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

出
願
期
間
●
２
月
28
日
日

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
放
送
大
学
長

野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
‐
２
３
３
２

　

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、新

た
に「
日
本
年
金
機
構
」が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
に
応

え
、一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実

現
を
目
指
し
、社
会
保
険
庁
は
組

織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年
金

機
構
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
は
、新
た
に『
年
金
事

務
所
」と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し

て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。カ

ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

・家庭児童相談　問☎79-7092
　◇日時／１月15日（金）、１月22日（金）
　　　　　２月５日（金）、２月12日（金）
　　　　　午後２時～４時
　◇場所／保健センター２階
　◇担当／中村由美子相談員
・心配ごと相談所　問☎79-7228
　◇日時／２月７日（日） 午後１時30分～午後５時
　◇場所／保健センター２階
　◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員
・国民年金出張相談会　問☎23-3661
　◇日時／２月10日（水） 午前10時～午後３時30分
　◇場所／茅野商工会議所４階
　◆日時／２月３日（水） 午前10時～午後３時
　◆場所／富士見町役場
　◇◆担当／岡谷社会保険事務所職員
・消費生活相談　問☎23-8260
　◇日時／土曜日・日曜日・祝日・第３火曜日以外
　　　　　午前10時～午後６時
　◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
・税務相談所　問☎28-6666
　◇日時／２月10日（水）午前10時～正午
　◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
　◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士
・交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
　◇日時／２月10日（水）午前10時～午後３時
　◇場所／諏訪合同庁舎
　◇担当／長野県交通事故相談所松本支所の
　　　　　交通事故相談員
・街角なんでも無料相談会
　◇日時／第３土曜日　午前10時～午後３時
　◇場所／ベルビア３階マリオローヤル会館
　◇内容／社労士（就業規則・労働相談・年金等）
　　行政書士（遺言・相続・農地・建設許可等）
　◇担当／行政書士・社労士
　問☎79-5425(行政書士)☎24-2416(社労士)
・村県民税申告相談会　問☎79-7923
　◇実施日／２月16日（火）～３月12日（金）
　◇担当／住民財務課職員
　◇詳細は９ページに掲載してあります。
　◇２月19日（金）は税理士会主催の確定
　　申告書作成指導会を同時開催します。

お
知
ら
せ

県
交
通
事
故
相
談
所

社
会
体
育
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
テ
ニ
ス
教
室

　

②
１
／
17
日　

③
１
／
24
日

　

④
１
／
31
日　

⑤
２
／
７
日

　

⑥
２
／
14
日　

午
後
７
時

■
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

　

⑦
１
／
18
月　

⑧
１
／
25
月

　

⑨
２
／
１
月　

⑩
２
／
８
月

　

⑪
２
／
15
月　

午
前
９
時

■
南
諏
親
善
ス
ケ
ー
ト
大
会

　

○
１
／
23
土   

午
後
４
時
40
分

　

会
場
＝
茅
野
国
際
ス
ケ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
１
／
28
木　

午
後
７
時
30
分

■
ス
キ
ー
教
室

　

①
２
／
４
木　

②
２
／
９
火

　

午
後
６
時
30
分

　

会
場
＝
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場

■
利
用
者
会
議

　

○
2
／
８
月　

午
後
７
時
30
分

■
諏
訪
地
方
ス
ケ
ー
ト
大
会

　

○
２
／
11
木　

　

会
場
＝
茅
野
国
際
ス
ケ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

■
タ
ッ
チ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
２
／
13
土　

午
前
９
時

　

会
場
＝
社
会
体
育
館　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
教
室

　

②
１
／
15
金　

③
１
／
20
水

　

④
１
／
22
金   

午
後
１
時
30
分

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

⑩
１
／
18
月　

⑪
２
／
８
月

　

午
後
１
時
30
分　

午
後
７
時

■
操
体
法
入
門
講
座

　

⑥
１
／
19
火　

⑦
２
／
２
火

　

午
前
９
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
学
級
⑩

　

１
／
19
火　

午
後
１
時
15
分

■
松
本
手
ま
り
教
室
②

　

１
／
20
水　

午
前
10
時

■
吊
し
雛
教
室

　

③
１
／
21
木　

④
１
／
28
木

　

⑤
２
／
４
木  

　

午
前
９
時
30
分

■
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ
②

　

１
／
22
金　

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

（
要
予
約
）

　

１
／
27
水　

午
後
１
〜
８
時

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
⑪

　

１
／
28
木　

午
前
10
時

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
⑨

　

１
／
30
土　

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
教
室
①

　

２
／
15
月　

午
後
１
時
30
分

「
日
本
年
金
機
構
」
が

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

募　

集

学
生
寮「
長
善
館
」館
生

社会保険庁

廃止

日本年金機構 厚生労働省

公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・
運営責任

↓

↓↓

↓
↓ 平成22年１月１日

八
ヶ
岳
美
術
館
臨
時
休
館

交通事故に関する相談　ホームページアドレス   
http://www.pref.nagano.jp/kikaku/seikatsu/koutuan/jikosotp.htm

サ
ラ
ダ
チ
ャ
ン
ネ
ル

コ
ン
バ
ー
タ
の
返
却

＝これからの催し物＝

★ボランティアグループ
「おもちゃ箱」さんに
よるパネルシアター
日時／1月20日（水）
　　 午後４時～
場所／原村図書館２階

★図書館講座
　「満州からの引揚げ
はこうして実現した」
　中島多鶴さん講演
日時／1月30日（土）
　　 午後２時～
場所／原村図書館２階

★図書館
　　おたのしみ会
日時／2月3日（水）
　　 午後４時～
場所／原村図書館２階
内容／紙芝居、絵本の
読み聞かせ、折り紙
など

　

ガールズ・ストーリー
あさのあつこ（ＰＨＰ研究所）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

江戸深川で、医師である父の仕
事を手伝うおいちは、この世に
想いを残して死んでいった人の
姿が見える。この力を誰かのた
めに生かしたいと願うおいちの
夢に、助けを求める女が現れ･･･。
「文蔵」連載を単行本化。

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後６時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、１/29（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

放送大学ホームページアドレス
http://www.u-air.ac.jp

長善館ホームページアドレス
http://www.suwakyouyuukai.org/chouzenkan/

ゼフィラム
楡周平（朝日新聞出版）

日本自動車工業社長、牧瀬はＣ
Ｏ2を劇的に削減する新型車開発
のために、アマゾンの原生林を利
用することを着想するが･･･ＣＯ2
削減に専心する男たちの苦悩と
戦いを描いた、壮大なビジネスモ
デル小説。

オヤジ・エイジ・ロックンロール
熊谷達也（実業之日本社）

学生時代以来のエレキギターを
再開した中年サラリーマン巧
也。　同僚に知られたことをき
っかけにバンドを結成、さらに
アマチュアロックコンテストの
全国大会を目指すことに･･･。

わたしの蜻蛉日記
瀬戸内寂聴（集英社）

千年前も今も女が苦しむ理由は
変わらない。美しく聡明な姫君
は、各門藤原氏の子息に見初め
られ、誰よりも幸せになるはず
だった･･･。私小説の元祖「蜻蛉
日記」を瀬戸内寂聴が読み解く。

すみ鬼にげた
岩城範枝 作   松村公嗣 絵（福音館書店）

大工見習いの少年ヤスは、奈良
の唐招提寺で仕事を手伝ってい
た。ある時、誰かが泣いている
ような声を聞いたがヤスが、そ
の声のする方へのぼってみる
と、そこには一尺ばかりの小さ
な鬼が座っていて･･･。

かかしのじいさん
黒井健 絵  深山さくら 文（佼成出版社）

かかしのじいさんの仕事は、すず
めを追っ払うこと。けれど、すず
めはじいさんを慕い、いつしかじ
いさんもすずめを待つように。そ
んなある日、お百姓さんがかすみ
網をかけようと･･･。互いを思い
やる気持ちが感動を呼ぶ絵本。
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第
１
1
5
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
１
月
21
日
木

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
聴
き

慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、「
よ
も

や
ま
の
話
を
し
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
た
め
の
話
し
相
手
」
と

い
う
意
味
で
す
。
家
で
一
人
で
過

ご
す
時
間
が
多
い
高
齢
の
方
、
家

　

沿
道
の
山
林
等
か
ら
の
倒
木
や

道
路
上
に
張
り
出
し
た
枝
の
落

下
・
落
雪
に
よ
り
、通
行
中
の
車
両

等
が
損
傷
す
る
事
故
が
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、樹
木
の
所
有

者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

道
路
上
の
事
故
の
未
然
防
止
の

た
め
に
も
、ご
自
宅
の
庭
や
山
林
に

樹
木
を
ご
所
有
の
皆
さ
ん
に
は
、次

の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
い
た
だ

き
、日
頃
か
ら
樹
木
を
適
正
に
管

理
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
道
路
上
に
樹
木
や
枝
が
張
り
だ

し
て
い
る
場
合
に
は
、樹
木
の
伐
採

又
は
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
傾
い
て
い
る
木
や
枯
れ
木
な
ど
、

道
路
上
へ
の
倒
木
の
お
そ
れ
の
あ

る
場
合
は
、樹
木
の
伐
採
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
病
害
虫
に
よ
る
松
枯
れ
、ナ
ラ

枯
れ
等
は
放
置
す
る
と
倒
木
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、防
除
・
伐

族
の
介
護
を
し
て
い
て
、
気
晴
ら

し
の
外
出
が
で
き
な
い
方
な
ど
の

家
に
伺
い
、
お
話
を
伺
い
し
ま

す
。
話
の
内
容
な
ど
の
情
報
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

　

「
の
ぞ
み
」
の
会
員
は
現
在
25

名
、
傾
聴
の
研
修
を
受
け
た
会
員

が
ご
要
望
の
あ
る
場
所
へ
お
伺
い

し
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

で
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
た
り
、

ほ
っ
と
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

出
前
の
ご
注
文
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
費
用
／
無
料
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
）

　

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
次
の
と
お
り
原
村
誕
生

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
平
成
21
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
21
年
９
月
30
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

■
日
時
／
２
月
10
日
水

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

　

開
会　

午
前
10
時

■
場
所
／
原
村
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
／
記
念
品
の
贈
呈
、
記

念
撮
影
、
歯
の
お
話
な
ど
。

※
保
護
者
の
方
は
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
へ
入
る
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
１
月
の
開
設
日 

　

19
日
火
、
21
日
木
、
22
日
金
、

　

26
日
火
、
28
日
木

■
２
月
の
開
設
日 

　

２
日
火
、
４
日
木
、
５
日
金
、

　

９
日
火
、
12
日
金

■
開
設
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

※
子
育
て
サ
ロ
ン
入
り
口
に
て
手

指
の
消
毒
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
流
行
時
に
は
、子
育
て
サ
ロ
ン

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

むらのかかりつけ医のコーナーは、しばらく掲載をおやすみします。

お
話
相
手
の
出
前
し
ま
す

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

第
69
回
原
村
誕
生
会　

採
等
の
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
強
風
、大
雨
、大
雪
の
後
に
は
、

道
路
上
へ
の
倒
木
、落
枝
、落
雪
等

の
お
そ
れ
が
な
い
か
、特
に
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN

29

　　

鳩
山
内
閣
で
の
行
政
刷
新
会

議
、そ
の
事
業
仕
分
け
が
話
題
を

呼
び
ま
し
た
。

　

50
年
以
上
も
続
い
た
自
民
党

中
心
の
政
権
に
「
政
権
交
代
」
を

求
め
て
誕
生
し
た
民
主
党
中
心

の
政
権
で
す
か
ら
、
今
ま
で
と
そ

の
行
き
方
も
手
法
も
違
っ
て
よ
い

の
だ
と
思
い
ま
す
。平
成
22
年
度

予
算
の
要
求
額
は
前
政
権
か
ら

の
事
業
を
引
き
ず
っ
て
い
る
上
、

国
民
へ
の
耳
ざ
わ
り
の
良
い
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
を
乱
発

し
、
そ
の
実
現
を
果
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
多
く
な
る
の

は
当
然
で
95
兆
円
に
も
な
り
ま

し
た
。そ
の
上
２
年
越
し
の
不
景

気
で
税
収
は
落
ち
込
む
一
方
で

す
か
ら
、事
業
仕
分
け
で
も
し
て

ム
ダ
を
洗
い
出
す
こ
と
は
必
要

で
し
た
。こ
の
際
、
事
業
の
総
点

検
の
意
味
を
も
っ
て
や
ら
な
け
れ

ば
国
の
財
政
が
も
ち
ま
せ
ん
。

　

３
兆
円
削
減
を
目
標
に
行
な

わ
れ
た
事
業
仕
分
け
で
す
が
、特

徴
的
な
こ
と
は
こ
れ
を
公
開
の

場
で
行
な
っ
た
こ
と
で
す
。緊
迫

し
た
議
論
の
様
子
が
私
達
の
所

ま
で
傅
わ
り
ま
し
た
。歯
切
れ
の

良
い
仕
分
け
人
の
質
問
に
、
説
明

人
が
窮
す
る
場
面
が
生
々
し
く

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
問
題
が
な
い
訳
で
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
算
を
削
減
し
た
い
が
為
の
質

問
も
目
立
ち
、
仕
分
け
人
の
認

識
に
、
そ
れ
は
如
何
か
と
思
う
こ

と
も
あ
り
、
総
体
に
粗
削
り
だ
っ

た
こ
と
で
す
。例
え
ば
国
と
し
て

本
当
に
大
切
な
科
学
技
術
や
学

術
、芸
術
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
が
削
減
と
さ
れ
た
り
、医
療
福

祉
の
分
野
に
見
直
し
が
及
ん
だ

り
し
た
こ
と
で
す
。こ
ん
な
に
ま

で
し
て
仕
分
け
人
も
多
く
の
批

判
に
晒
さ
れ
な
が
ら
の
事
業
仕

分
け
で
す
が
、明
確
に
廃
止
と
し

て
出
生
さ
れ
た
財
源
は
１
千
３

７
３
億
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。も
っ

と
根
本
の
所
で
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。一
体
日
本
を
ど
ん
な

国
に
し
て
行
こ
う
か
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
上
で
の
作
業

で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

　

今
後
各
省
が
受
入
れ
る
か
ど

う
か
判
断
を
し
て
の
最
終
決
着

に
期
待
す
る
と
し
て
、
私
た
ち
は

い
た
ず
ら
に
旧
政
権
を
懐
か
し

む
で
な
く
、
国
民
が
待
望
し
て
政

権
交
替
さ
せ
た
意
味
を
噛
み
し

め
、「
新
」し
い
社
会
を
作
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

               

原
村
長　

清
水　

澄

道
路
へ
の
倒
木
、枝
の

張
り
出
し
に
注
意

問
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
79
‐
7
2
2
8

村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
総
務
課
総
務
係

　

☎
79
‐
２
１
１
１

問
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
79
‐
7
9
2
1
（
直
通
）

　

平
成
22
年
４
月
1
日
よ
り
役
場

閉
庁
時
間
が
15
分
間
早
ま
り
、午

後
5
時
15
分
に
な
り
ま
す
。な
お

開
庁
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

従
来
ど
お
り
、出
生
・
死
亡
・
婚

姻
等
の
届
け
は
、土
・
日
・
祝
日
で

も
受
付
し
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
の
、住
民
係
・
税
務

係
の
証
明
事
務
等
は
午
後
7
時
ま

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

勤
務
時
間
の
変
更
に
よ
り
ご
利

用
時
間
が
、

★
変
更
と
な
る
職
場

　

役
場
庁
舎
・
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
診
療
所

★
変
更
し
な
い
職
場

　

消
防
署
・
保
育
所
・
社
会
体
育
館

・
図
書
館
・
中
央
公
民
館

　

役
場
の
閉
庁
時
間
の
変
更

　世帯内の同一医療保険の加入者の方について、毎年８月から１年間
にかかった医療保険と介護保険の自己負担（※）を合計し、基準額を
越えた場合に、その超えた金額を支給します。
※入院時の食費負担や差額ベッド代等は含みません。

基準額は、世帯員の年齢構成や所得区分により異なります。また、
初年度（平成２０年４月～平成２１年７月）については、特例的
な取扱いがあります。

詳しくは、保健福祉課医療給付係　電話７９－７９２５
または介護保険の窓口へご相談ください。

高額医療・高額介護合算療養費制度
が始まりました。

～ このように負担が軽減されます ～

<夫婦２世帯の例>（ともに７５歳・村民税非課税）

例えば、１年間で、
夫が医療保険で３０万円、妻が介護保険で３０万円を支払った場合
（世帯での年間の負担が６０万円）

これからは、
年間６０万円を支払った後、支給の申請をすると、
基準額（３１万円）を越えた金額（２９万円）をお返しします。
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原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
も

　
　
　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く
！

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
予
防
対
策
は
万
全
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
時
期
、
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。例
年
、

冬
に
な
る
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発

し
て
い
ま
す
。新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
だ
け
で
な

く
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
も
次
を
参
考
に
、
忘

れ
ず
に
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
、主
に
人
の
手
を
介
し
て

発
生
す
る
こ
と
か
ら「
手
を
よ
く
洗
う
」な
ど
、次
の
ポ

イ
ン
ト
に
注
意
し
て
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。外
出
先
か
ら

帰
っ
た
後
、
ト
イ
レ
の
後（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
便

の
中
に
い
る
た
め
）、調
理
の
前
や
食
事
の
前
に
も
。

◆
加
熱
調
理
す
る
料
理
は
、十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ

う
。

◆
患
者
さ
ん
の
お
う
吐
物
な
ど
を
処
理
す
る
と
き
は
、

使
い
捨
て
の
手
袋
を
使
い
、お
う
吐
し
た
場
所
を
塩
素

消
毒
す
る
な
ど
、
汚
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
も
、ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
食
中
毒
予

防
も
、ポ
イ
ン
ト
は
し
っ
か
り
手
洗
い
す
る
こ
と
で
す
。

　　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
吉
川
）

高野豆腐の安倍川風レシピ45★材料（６人分）
高野豆腐.......................2枚
牛乳.............1と1/2カップ
砂糖 ...................... 大さじ2
茹であずき ................. 適量
砂糖 ............................ 適量
きな粉.........................適量
牛乳.......................大さじ2
片栗粉....................大さじ2

午後１：15～午後１：30 H21年９月生地域福祉センター

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター三 種 混 合
午後１：00～午後１：15 保健センター２階１ 歳 半 健 診

午後１：00～午後１：15 保健センター２階乳 児 健 診

午後１：00～午後１：15

午後１：00～午後１：15 保健センター２階２ 歳 半 歯 科 検 診
午前９：30～午前11：00 保健センター２階育 児 相 談

７歳半～H21年６月生

実施日・受付時間種　別 対象者場所
1月

2月

H120年６､７月生

H21年３､６､９月生

H19年６､７､８月生

希望者

15日金

18日月

19日火

26日火

20日水

3日水

9日火

先天性股関節脱臼検診 保健センター２階 H21年８､９､10月生

午後１：00～午後３：00 保健センター２階健 康 相 談 希望者25日月

午後１：15～午後１：30 地域福祉センターＢ Ｃ Ｇ H21年10月生1日月

☆つくりかた

①高野豆腐は水に浸してから絞り６等分する。
②牛乳と高野豆腐を鍋に入れ、高野豆腐が柔らかくなるまでゆ
っくりと煮る。やわらかくなってから砂糖を入れて煮含める。
③高野豆腐を器に盛る。
④残った煮汁に牛乳で溶いた片栗粉を入れ、とろみがついたら
火を止め粗熱をとり、茹であずきときな粉をかければ完成。

午後１：30～ 保健センター２階母 乳 学 級 希望者（要予約）28日木

午前９：45～午前10：00 保健センター２階む し 歯 予 防 教 室 希望者12日金

インフルエンザ対策に、手洗いうがいをしましょう！  
・手洗いの効果をあげるためのポイント
１．指輪や時計を外す　２．つめを短く切る　３．石けん・きれいなタオルを用意する　４．石けんをよく泡立てる
５．もむようにして手をゆすぐ（20秒以上）　６．水道の蛇口は、洗う前の手で触っているので、ウイルスがついて
いることもあります。手洗い時に蛇口も洗いましょう。
・うがいの基本は、口とのどを分けてゆすぐことです。
詳しくは、平成21年広報はら10月号（vol.365）のみどりの健康館をご覧ください。

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター三 種 混 合 ７歳半～H21年７月生15日月

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター母親学級前期コース① 希望者（要予約）13日土

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
1月10日（日）～1月16日（土）

1月17日（日）～1月23日（土）

1月24日（日）～1月30日（土）

1月31日（日）～2月6日（土）

2月7日（日）～2月13日（土）

2月14日（日）～2月20日（土）

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

共栄管工㈱

㈱キタハラ

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

☎79-5254

☎72-7418

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日
各地区　指定箇所

資源物

 2月11日（木）

粗大ごみ

 3月1日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 3月8日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 3月15日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 3月29日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 1月23日（土）

■焼却ごみ収集量および可燃系資源物回収量

2009年11月
11月までの累計

焼却ごみ収集量
  73,330 ㎏ 
 693,610 ㎏ 

19年度比
90.24%
99.53%

可燃系資源物回収量
   27,730 ㎏ 
  214,614 ㎏ 

19年度比
107.01%
  86.41%

■今月の納税等
・村県民税（普通徴収４期）
・国民健康保険税（普通徴収10期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収10期）
・上・下水道使用料（11・12月分）
・介護保険料（普通徴収10期）
納期限・口座振替日……２月１日（月）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・1月19日  ・1月26日  ・2月2日  ・2月9日

■人の動き
・人口 7,864人 （＋23） 　 転入 29
・男 3,908人 （＋16） 　 転出 11
・女 3,956人 （＋7） 　　 出生 7
・世帯数 2,849世帯 （＋6） 　　 死亡 2

平成21年12月末現在。（　）内は先月比。
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毎週水曜日

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後７：００～午後９：００
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）

●１月19日、１月26日、２月２日、２月９日
　》時間：午後１：３０～　　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課　健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎７９-７７０３（直通）

●1班 １月26日（火）、２月９日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 １月19日（火）、２月２日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

１月17日日

期　日 医　科 薬　局
尖石診療所
☎71-6211

こぶし薬局
☎71-6202

１月24日日 塚田医院
☎72-9898

アイン本町西薬局
☎82-3660

１月31日日 桜井内科医院
☎72-6010

オギノショッピングセンター  フジモリ薬局
☎71-2578

２月７日日 フジモリ薬局原店
☎79-5751

２月11日㊗

八ヶ岳診療所
☎79-7001

アイン茅野駅前薬局
☎82-5565

池田医院
☎73-0555

りんどう薬局
☎73-9285

リバーサイドクリニック
☎72-7010２月14日日

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

Ｂ Ｃ Ｇ

煮物に使うことが一般的な高野豆腐をおやつに使います。上品な感じに仕上がりますよ！牛乳に入れる片栗粉量は、残り汁を見ながら調節してください。

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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　払沢出身の日達真美さんが役場を訪れ、１月から
２年間、青年海外協力隊員として、西アフリカのニジ
ェール共和国への派遣が決まり、清水村長を表敬訪
問しました。日達さんは現在、長崎大学大学院に在
学中ですが、今回の派遣で大学院を休学し参加しま
す。現地では、マラリア感染症対策活動を行うという
ことで、清水村長は、「十分な活動が出来るよう、体
調管理に気を付けて頑張って下さい」と激励してい
ました。日達さんは、「感謝と学ぶ気持ちを忘れず
に、地域の方々と一緒に活動し、ニジェールに合った
予防対策をしてきたい」と抱負を述べていました。

「みんなで築こう人権の世紀〜考えよう相手の気持
ち育てよう思いやりの心〜」を強調事項として、１２
月１０日の人権デーに合わせて、人権擁護委員の方
が街頭広報を行いました。この人権週間は、国際連
合が昭和２３年に、世界人権宣言が採択された１２月
１０日を「人権デー」と定めたのが始まりです。
　人権擁護委員の方が、買い物に訪れた方などに声
を掛けながらチラシを配りました。
　人権に関する相談はいつでも受け付けています。
諏訪人権擁護委員協議会（長野地方法務局諏訪支
局）電話５２−２４４０へお問い合わせください。

　米粉の普及・消費拡大に向けた懇談会が行なわ
れました。会場には、村内の女性農業グループやペ
ンションのオーナーなどが持ち寄った米粉料理、約
２０種類とレシピが並べられました。出席者の皆さ
んは、料理を見た目と味の両方で確かめていました
が、どの料理もおいしいと好評でした。
　懇談会では今後、米粉料理の写真とレシピを載せ
たパンフレットを作成し、全戸配布する予定という
ことです。各家庭でも米粉を使った料理を作っても
らい、普及・消費拡大に期待をしていました。

　原村に３０年間別荘を所有する、浅羽晴二さんが
長年お世話になった原村へ感謝の意を込め、自己の
所有する本の一部を原村図書館と原小学校へ寄贈
しました。
　浅羽さんは、公立中学校の教諭、山梨学院大学教
授を経て、現在は学校や家庭、地域で起こっている
教育問題、子どもと教科書を取り巻くさまざまな問
題に現在も関わっている。現職の頃から歴史学者で
あり思想家でもある家永三郎を研究していたこと
から、自己が所有している『家永教科書裁判資料一
覧リスト（都立大、和光大編）』などを寄贈した。浅羽
さんは、「村民の皆さんはもとより、現職の教職員や
教員を目指す学生の皆さんに見てもらい、子どもと
教科書について、また歴史を学び平和を守るきかっ
けになってもらえれば」と、話していました。

　茅野市・原村・富士見町を結ぶ八ヶ岳エコーライ
ン全線の工事が終わり、開通式が行なわれました。
開通式には、八ヶ岳西麓広域営農団地促進協議会や
県の関係者など約８０名が参加しました。八ヶ岳エ
コーラインは、富士見町乙事から茅野市北山芹ヶ沢
を結ぶ全長１６．２ｋｍ、着工から１５年で完成とな
りました。また、八ヶ岳連邦や富士山などが見え、
景観も美しい道路でもあるため、今後は、農業はも
ちろん観光の面でも、地域の発展が期待されます。

　原村農業技術者連絡協議会と農業委員会が、米
の栽培技術の向上を目的に毎年行っています。
　食味の方法は、栽培場所や農法などが異なる村内
産「あきたこまち」３種類と、市販されている滋賀県
産「きぬひかり」を使用しました。同じ条件で炊いた
米を、基準となる米と食べ比べ評価します。参加者は、
見た目や香りを確認しながら味わっていました。
　食味の結果、滋賀県産「きぬひかり」が最も高い評
価を得ましたが、村内産「あきたこまち」はいずれも
僅差となり、味の違いはほとんどないと好評でした。

　第５９回社会を明るくする運動長野県作文コンテ
ストの表彰が行なわれ、原村長賞に原小学校６年の
田渕稜君が受賞しました。原村保護司会では、原
小・中学校から提出された３５の応募作品の中か
ら、田渕くんの作文「あいさつのすばらしさ」を選
びました。田渕君は作文の中で、「あいさつの持つ
深い意味を考えて、あいさつをする事が、人と人と
のつながりを作っていき、それが社会に広がって行
けば素晴らしいと思います。」と述べていました。

　株式会社スワリクの小池社長と小林専務が役場を訪れ、原小・
中学校にプロジェクターとスクリーンを寄贈しました。原村は小
池社長の出身地であり、小林専務の居住地ということもあり、お
　　　　　　　　　　　　　　　　世話になっている感謝の気
　　　　　　　　　　　　　　　　持ちと、将来を担う子供た
　　　　　　　　　　　　　　　　ちの育成に少しでも協力し
　　　　　　　　　　　　　　　　たいということで送られま
　　　　　　　　　　　　　　　　した。小池社長は、学校に
　　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクターなどが少な
　　　　　　　　　　　　　　　　いことを知り、今回の寄贈
　　　　　　　　　　　　　　　　に至ったとのことです。→

米粉普及開発懇談会

人権週間啓発活動社会を明るくする運動作文　表彰 平成21年産米の食味検討会

エコーライン開通式

プロジェクター寄贈

海外青年協力隊　表敬訪問

原村図書館と原小学校へ本寄贈


